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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

自
然
は
愛
と
生
命
の
教
材

原
初
の
大
自
然
が
、
生
々
し
く
息
づ
く
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
。

荒
々
し
い
と
言
え
ば
、
畏
怖
を
感
じ
る
ほ
ど
に
荒
々
し
く
、

美
し
い
と
言
え
ば
、
我
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
美
し
い
。
パ
ン
タ

ナ
ー
ル
の
大
地
に
身
を
置
け
ば
、
創
造
主
の
心
も
か
く
激
し

く
、
か
く
深
く
あ
ら
れ
る
か
と
、
新
た
な
発
見
に
驚
い
た
り
、

自
ず
と
賛
美
や
感
謝
の
念
を
抱
く
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

レ
ダ
基
地
を
訪
れ
た
人
々
の
口
か
ら
は
、
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
動
し
た
と
い
う
感
想
が
、
普
通
に
聞
か
れ
ま
す
。

は
じ
め
は
珍
し
い
小
鳥
や
花
、
獣
や
爬
虫
類
に
目
を
奪
わ
れ
、

カ
メ
ラ
を
向
け
、
名
を
尋
ね
求
め
、
少
年
少
女
の
心
を
取
り

戻
し
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
探
索
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
万
物

か
ら
発
散
さ
れ
る
愛
と
生
命
力
に
魅
せ
ら
れ
て
行
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
自
然
界(

被
造
世
界)

は
、
愛
と
生
命
の
教
材
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
宝
庫
で
す
。
少
し
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
コ
ウ
カ
ン
チ
ョ
ウ(

紅
冠
鳥)

は
、
頭
部
が
赤
く
、
愛
ら
し

い
姿
の
小
鳥
で
す
。
で
も
よ
く
観
察
す
る
と
、
頭
が
茶
色
の

個
体
が
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
オ
ス
と
メ
ス
で
し
ょ

う
か
？

い
い
え
、
親
と
子
で
す
。
頭
の
茶
色
な
の
が
子
で
、

い
つ
も
親
鳥
に
付
い
て
行
動
し
、
親
か
ら
餌
を
も
ら
い
ま
す
。

与
え
て
も
与
え
て
も
、
子
は
い
く
ら
で
も
食
べ
て
し
ま
い
ま

す
。
忙
し
い
子
育
て
も
、
傍
目
に
は
甘
っ
た
る
い
光
景
で
す
。

●
ク
ロ
ハ
ラ
ト
キ
が
翼
を
高
圧
電
線
に
触
れ
て
墜
落
し
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
倒
れ
た
ま
ま
、
痙
攣
す
る
翼
を
突
き
伸
ば

し
て
苦
し
む
ト
キ
。
３
羽
の
仲
間
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
30

分
ほ
ど
経
過
し
た
頃
、
倒
れ
た
ト
キ
が
よ
う
や
く
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
安
心
し
た
の
か
、
仲
間
た
ち
は
再

び
餌
を
採
り
始
め
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ず
っ
と
寄
り
添
い
、

見
守
っ
て
い
た
仲
間
は
、
家
族
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

●
あ
る
年
の
２
月
14
日
、
リ
ア
チ
ョ
の
手
前
に
２
頭
の
牛
が

い
ま
し
た
。
雄
牛
と
雌
牛
で
す
。
雌
牛
が
雄
牛
に
盛
ん
に
す

り
寄
り
、
求
愛
の
真
っ
最
中
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
雄
牛
が
全

く
そ
の
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
か
と
言
っ
て
、
そ
の
雌
を
嫌
が
っ

て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
雌
牛
の
発
情
期
間
は
半
日

ほ
ど
し
か
な
い
の
に
・
・
・
放
牧
で
は
人
工
授
精
を
し
ま
せ
ん
。

２
頭
が
自
然
に
結
ば
れ
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
の
で
し
た
。

セスジキンノジコのカップル（左がメス）

雌牛(白)が雄牛(茶)に求愛中

固い結束を見せる、クロハラトキ

ズグロハゲコウのカップル

コウカンチョウの親子（左が子）

ハトのカップル（左がオス）

ナンベイヒメウのオス(左)がメスに求愛中

オビモンドクチョウのカップル



レダ基地スナップ

岩澤所長がゲストにレダの活動を紹介する。1月16日 来園したゲスト夫妻を歓迎する岩澤所長(中央)。1月16日

ゲスト(左の2人)歓迎のケーキカット。1月16日 滝川君(左)と川久保君がエビを相続。 荷下ろしを手伝う友保君(右)。1月17日

小さい池のエビを取り出す作業。1月23日大きい池に稚エビを移す友保君。1月23日

エビフライの試作。レダ1月15日

10cm超に成長した稚エビ。1月23日

友保君(左)歓送のケーキカット。1月23日 荷下ろしを手伝う江頭君。1月23日

上山勝吾郎君の出発を見送る。2月3日 エビの世話をする滝川君と川久保君。1月28日 小橋氏が開発した食品の試食会。

竹内君 上山君 大和田氏 川久保君

アスンシオン 1月26日

滝川君 川久保君



Ｑ
：
ず
ば
り
、
レ
ダ
の
印

象
は
？

Ａ
：
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
想
像

以
上
に
、
生
活
環
境
が
整
っ

て
い
て
驚
き
ま
し
た
。

自
然
環
境
と
し
て
は
、

星
空
が
き
れ
い
な
こ
と
。

条
件
が
合
え
ば
、
と
て
も

き
れ
い
な
星
空
が
見
え
ま

す
。
ま
た
日
中
は
鳥
の
鳴

き
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
こ

と
。
部
屋
の
中
で
も
聞
こ

え
て
く
る
ほ
ど
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
で
す
。

も
う
一
つ
、
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
晴
れ
て
い
る

日
、
屋
外
に
洗
濯
物
を
干

し
て
お
く
と
、
す
ぐ
に
乾

き
ま
す
。
（
厚
手
の
ジ
ー

ン
ズ
は
２
時
間
も
あ
れ
ば

パ
リ
パ
リ
に
）
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
た
後
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー

で
髪
を
乾
か
す
必
要
が
な

い
ほ
ど
で
す
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
担
当
し
た
こ

と
は
？

Ａ
：
食
事
の
準
備
（
現
地

の
台
所
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
）
、
魚
肉
加
工
の
工
程
を
撮
影
し
た
動
画
の
編
集
（
小
橋

先
生
の
加
工
工
房
に
て
）
、
魚
の
加
工
品
に
関
す
る
書
類
整

理
、
リ
ネ
ン
の
整
理
、
公
館
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
等
の
清
掃

な
ど
で
す
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最

も
苦
心
し
た
こ

と
は
？

Ａ
：
蚊
と
暑
さ

で
す
。
蚊
取
り

線
香
を
使
用
し

て
い
て
も
、
蚊

に
刺
さ
れ
る
場

面
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た

日
中
の
屋
外
で

は
日
差
し
も
強

く
、
強
い
風
が

吹
い
て
砂
ぼ
こ

り
が
舞
い
や
す

い
の
で
す
。
日

焼
け
・
砂
ぼ
こ

り
対
策
と
し
て
、

屋
外
で
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
て

い
ま
し
た
。

Ｑ
：
レ
ダ
で
最

も
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
は
？

Ａ
：
う
れ
し
い

と
は
少
し
違
う

か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
日
陽
園

内
の
ま
だ
開
拓

さ
れ
て
い
な
い

場
所
へ
行
っ
た

と
き
の
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
日
陽

園
は
８
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
）

の
面
積
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
開
拓
さ
れ
、
生
活
で
き
る
よ

う
な
場
所
は
全
体
的
に
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
滞
在
し
て
い
た
レ
ダ
基
地
か
ら
日
陽
園
の
端
ま
で
行
く

と
な
る
と
、
車
で
約
１
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
目
の
前
に

ず
っ
と
広
が
っ

て
い
る
自
然
林

を
見
な
が
ら
、

日
陽
園
の
広
大

さ
に
圧
倒
さ
れ

る
と
と
も
に
、

こ
こ
に
は
多
様

な
可
能
性
が
あ

る
の
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。

Ｑ
：
将
来
の
抱

負
を
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
先
生
方
、

青
年
た
ち
、
様
々

な
人
と
繋
が
り
、

協
力
し
な
が
ら
、

ど
ん
な
形
で
あ

れ
、
レ
ダ
に
貢

献
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。

Ｑ
：
日
本
の
皆

様
へ
ひ
と
言
、

何
で
も
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
レ
ダ
の
魅

力
は
、
写
真
や

言
葉
だ
け
で
は

よ
く
伝
わ
ら
な

い
こ
と
ば
か
り

で
す
。
ぜ
ひ
、

レ
ダ
へ
行
っ
て
、

ご
自
身
で
体
感

し
て
み
て
ほ
し

い
で
す
。

広
大
な
日
陽
園
に
は
多
様
な
可
能
性
が
あ
る
！

鎌
倉
有
実(

か
ま
く
ら
ゆ
み)

さ
ん
は
、
昨
年
第
19
回
国
際
協

力
青
年
奉
仕
隊
の
一
員
と
し
て
グ
ア
ラ
ニ
村
な
ど
で
活
動
し
、

９
月
３
日
、
レ
ダ
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
レ
ダ
に
残
っ

て
約
２
か
月
間
、
様
々
な
奉
仕
作
業
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
が
初
々
し

く
、
て
き
ぱ
き
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
印
象
的
で
し
た
。

台所スタッフと共に食事の準備をする(中央が鎌倉さん) 養殖池でパクーの追い込み。9月4日

岩澤所長から日陽園の広大な土地について説明を受ける。 筆者にインタビューする鎌倉さん。10月25日

日陽園の草原に立つ鎌倉さん。2019年10月24日



会員の皆様へ
会員の皆様には、周囲の方々にレダ・プロ

ジェクトを紹介し、入会の案内をしていただけ
れば幸いです。
紹介用の小冊子、および入会申込書は、
左記の事務局にお申しつけください。

入会申込は、
右のQRコードか
ら、グーグルフォー
ムでも行えます。
パソコンでは、下
記のURLにアク
セスしてください。

https://asd-nsa.com/nk/
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ま
も
な
く
春
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
２
月
の
立
春
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

天
文
学
に
よ
っ
て
、

冬
至
、
夏
至
、
春
分
、
秋
分
の
時
刻
が
正
確
に
求
ま

り
、
一
年
を
四
等
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
部

分
は
お
お
よ
そ
三
か
月
。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
二
等

分
す
る
と
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
時
刻
が

求
ま
り
ま
す
。
こ
れ
で
、
一
年
が
八
等
分
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
各
部
分
を
三
等
分
す
る
と
、
一
年
が
二

十
四
等
分
さ
れ
、
二
十
四
節
気
が
求
ま
り
ま
す
。

二
十
四
節
気
は
、
太
陽
と
地
球
の
運
行
か
ら
決
ま
る
も
の

な
の
で
、
月
の
運
行
と
は
無
関
係
で
す
。
し
た
が
っ
て
太
陽

暦
で
は
二
十
四
節
気
の
訪
れ
が
、
毎
年
近
い
日
時
と
な
り
、

季
節
感
と
比
較
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

「
『
暦
の
上
で
は
も
う
春
』
だ
が
ま
だ
ま
だ
寒
い
」
な
ど
と
。

他
方
、
旧
暦
は
太
陰
暦
と
太
陽
暦
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
で
す
。
暦
の
上
で
の
太
陽
の
運
行
日
時
が
、
年
ご
と
に
異

な
る
の
で
、
二
十
四
節
気
を
知
る
に
は
、
権
威
あ
る
暦
を
年

ご
と
に
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昔
の
篤
農
家
は
、
二
十

四
節
気
か
ら
中
・
長
期
の
段
取
り
を
し
、
自
然
現
象
か
ら
直

近
の
農
作
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
ま
し
た
。
「
〇
〇
の
花

が
咲
き
始
め
た
ら
〇
〇
を
準
備
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
。

そ
も
そ
も
太
陽
、
地
球
、
月
を
は
じ
め
、
天
体
の
運
行
は
、

自
然
数
（
正
の
整
数
）
だ
け
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
宇
宙

を
つ
か
さ
ど
る
数
の
ほ
と
ん
ど
は
無
理
数
な
の
で
す
。
自
然

数
だ
け
で
成
っ
て
い
る
暦
は
、
陰
暦
も
陽
暦
も
、
ど
こ
か
で

無
理
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
う
る
う
月
、
う
る
う
日
、
う

る
う
秒
な
ど
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
当
面
の
時
間
調
整
を

図
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
暦
が
破
綻
す
る
場
合
に
は
、
改
暦
を

す
る
こ
と
が
、
特
に
旧
暦
で
は
過
去
に
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
３
月
～
５
月
の
節
気(

W
i
k
i
p
e
d
i
a

よ
り)

３
月
５
日
：
啓
蟄
：
冬
籠
り
の
虫
が
這
い
出
る

３
月
20
日
：
春
分
：
太
陽
が
黄
経
０
度
を
通
過
す
る

４
月
４
日
：
清
明
：
万
物
が
す
が
す
が
し
く
明
る
く
美
し
い

４
月
19
日
：
穀
雨
：
田
畑
の
準
備
が
整
い
、
春
の
雨
が
降
る

５
月
５
日
：
立
夏
：
春
が
極
ま
り
夏
の
気
配
が
立
ち
始
め
る

５
月
20
日
：
小
満
：
万
物
が
成
長
し
て
一
定
の
大
き
さ
に

紹介用パンフレット

レダ・プロジェクトをお知り合い
に紹介されるとき、紹介用の小
冊子やパンフレットをご利用い
ただけます。
小冊子は、左記の事務局に
お申しつけください。
パンフレットは、ホームページか
らもダウンロードできます。
https://asd-nsa.com/sk/

第
21
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
ご
案
内

第
21
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
一
日
研
修
会
（
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
）

を
左
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
３
月
28
日
（
土
）
10
時
受
付
、
17
時
終
了
予
定

会
場
：
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
、

セ
ン
タ
ー
棟
４
階
４
０
３
室(

小
田
急
線
参
宮
橋
駅
徒
歩
７
分
、

ま
た
は
渋
谷
駅
西
口
40

番
乗
場
よ
り
バ
ス
、
代
々

木
五
丁
目
下
車)

参
加
費
：
２
０
０
０
円

（
昼
食
を
含
む
）
当
日

受
付
に
て
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
メ
ー
ル
で
、
下
記
の

当
法
人
事
務
局
宛
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(

応
募
用
紙
の
請
求
も
同

事
務
局
へ)

共
催
：
一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
の
緑

を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（予
定
）

●
「
レ
バ
レ
ン
ド
・
ム
ー

ン
の
思
想
と
レ
ダ
開
発
」

講
師
：
柴
沼
邦
彦=

当
法

人
理
事

●
「
レ
ダ
と
日
本
に
お
け
る
植
樹
活
動
」
講
師
：
高
津
啓
洋=

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
緑
を
守
る
会
代
表
理
事

●
「
レ
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望(

仮)

」
講
師
：
中
田
欣
宏=

当
法
人
代
表
理
事

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
：
島
田
賢
二
青
年
局
長

●
レ
ポ
ー
ト
：
レ
ダ
か
ら
最
近
帰
国
し
た
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
レ
ダ
基
地
ス
タ
ッ
フ
な
ど
に
よ
る
体
験
報
告
。

●
分
科
会
：
各
講
師
を
囲
ん
で
、
質
疑
応
答
、
感
想
発
表
ほ

か
、
親
し
く
懇
談
す
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

桜咲くオリンピック記念青少年総合センター

二十四節気


